
∵㍉叩∴

7=->

加騎孝◆ft現　等旨肇基礎世rTl里◆謝辛

苦空曹帽軸

封職封切色事叩翌朝娃･拍脅



サ　ル〆=　　小定一…■≡｡.=憲意

T菜.篭衰迂㌍投票式郡…

人間国宝･富本意吉の陶芸
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TOMIMOTO Kenkichi Retrospective

奈良県安堵町出身の陶芸家･富本憲吉(1886-1963)は'｢模様から模様を造るべから

ず｣を終生の信条に'白磁･染付･色絵と常に独創的な意匠と造形を追及し'晩年には色絵磁器に金銀彩を加えた華麗な作風を大成しました｡昭和1 9年(1944)には'母校である東京美術学校(東京芸術大学美術学部の前身)の教授に就任し'同校内にあった工芸技術講習所の主事を兼任｡第二次世界大戦の激化にともない､学生たちと飛騨高山に疎開して渋草焼の窯で作陶を行っています｡昭和3 0年(1955)には､重要無形文化財保持者(いわゆる｢人間国宝｣)の第1号に認定されました｡

ふるさと安堵町の風景を描いた｢竹林月夜｣
や､安堵町の花｢テイカカズラ｣を図案化した

｢四弁花｣など､自然観察のなかから生まれた
富本の代表的な模様が描かれた作品を安堵町からお借-し､展示します｡あわせて'高山疎開時代の工芸技術講習所の活動の様子を示す資料もご紹介します｡

1.富本憲吉とふるさと安堵町

冨本意吉を生んだふるさと安堵町の風

景写真や､冨本の模様を使用した作品

(安堵町蔵)など29点を展示

土門拳撮影　冨本憲吉肖像

(｢冨本憲吉陶芸作品集｣より引用)

2.人間国宝･冨本憲吉の陶芸　　3.富本憲吉の高山疎開

人間国宝の技と美が光る冨本憲吉の作　　　戦時中に工芸技術講習所の教官や学生

品(安堵町蔵､個人蔵) 1 1点を展示　　　　　によって高山で制作された作品(渋草焼

芳国会蔵)など30点を展示

藤本能道作　木立文様壷

(渋草焼芳国舎蔵)

色絵香櫨(個人蔵)
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JR高山駅より徒歩15分

飛騨高山まちの博物館
〒506-0844　岐阜県高山市上一之町75

TEL.0577-32-1 205　FAX.0577135-1 970

開館時間汐9:00 - 19二00　　休館日払無休(特別展期間中)　入館料艶無料

駐車場数市営空町駐車場(高山市民2時間無料)や､

近隣の有料駐車場をご利用ください(正門前に陣がい者用駐車場あり)


